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府立渋谷高等学校 

校 長 浅尾悦司 

 

平成 30年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

本校は創立１０１年の歴史の中で、地域に親しまれ地域で活躍する人材を数多く輩出してきた。 

生徒一人一人と丁寧に向き合い、確かな学びをサポートして、社会に貢献する生徒を育成する学校をめざす。  

１．多様な進路を志す生徒の夢をかなえるため、「やったらできる やらなでけん」をキーワードに、高い学習意欲を持った生徒を育てる。 

２．生徒指導に力点を置き、基本的生活習慣の確立と規範意識の向上に努め、将来の社会人として自立できるよう生徒を育成する。 

３．生徒が互いを認め合い、持てる力を最大限に発揮できる安全で安心な教育環境を構築する。 

４．生徒一人ひとりが自信と希望を持って学校生活を送るよう、学校行事や部活動をはじめ、「成功体験」を感じることができるような教育活動を展開する。 

５．地域に支えられてきた本校のたたずまいを大切に、学校情報の発信に努め、家庭や地域住民、中学校との連携を深め、地域に本校の応援団となっていただける

よう、開かれた学校づくりを行う。 

２ 中期的目標   
 

１ 生徒の進路実現の支援 

（１）進路指導体制の確立と進路実績の向上 

ア 生徒の多様な進路に対応できるよう、進学講習や資格取得に向けた指導など進路指導部を中心とした 3 年間の進路指導体制を確立する。 

イ ３年間を見通した進路計画のもと、「総合的な学習の時間」や LHRを通して、早期（１年時）から卒業後の進路に向け動機づけを行う。 

ウ 進路希望実現率の向上を図る。 

難関・中堅８私大ヘ２０２０年度に６％の現役合格をめざす。 

医療・看護系短大・専門学校への進学希望者の全員合格をめざす。 

就職について早期指導と企業開拓に努め、引き続き１００％の就職率をめざす。 

※「総合的な学習の時間」を充実させ、積極的に進路選択に取り組む意識の醸成をめざす。 

※生徒向け学校教育自己診断の進路指導に関する項目で、１年終了時点で卒業後の進路希望を決めている生徒の率（H２９：58％）を２０２０年度 60％をめざす。 

※学校教育自己診断の進路に関する指導や情報提供に関する項目で、２０２０年度に生徒の肯定的回答８０％をめざす。（H２９：生徒７５％、保護者 8５％） 

 

２ 確かな学力の育成 

（1）積極的な進路選択のための確かな学力の育成 

ア 生徒の進路希望に応えるようカリキュラムの点検・充実を図る。 

イ 基礎学力検査や英語検定などの各種検定試験を校内実施し、学習の具体的な目標とする。 

※ 3 年４月の基礎学力調査で、英数国それぞれ、受験者中、推薦入試合格レベル以上の人数割合を H３２年度 60％以上をめざす。（H２９：英 5８%、数 8９%、国６7%） 

（2）「わかる授業・できる授業」をめざした学びの充実の取組み 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の視点から、授業改善に向けた教員研修、研究授業の充実に努める。 

イ 分かりやすい授業を進めるため、「平成 27 年度学校経営推進費事業」により導入した全普通教室にプロジェクタを含め、ICT機器・視聴覚機器の活用・充実を進める。 

ウ 教科ごとの学力の到達目標と達成へのロードマップを策定し、１年から目標をもって授業に取り組む姿勢を育成する。 

※授業アンケート中の授業に対する評価に占める肯定的回答２０２０年度に 85％をめざす。（H２９第 2 回：80.２％） 

※学校教育自己診断で、「授業はわかりやすい」と回答する生徒の割合を２０２０年度に 72%をめざす。（Ｈ２９：6９%） 

※学校教育自己診断で、「自分なりの目標をもって授業に臨んでいる」生徒の割合を２０２０年度に 70%をめざす。（Ｈ２９：6５%） 

 

３ 基本的生活習慣・規律・規範の確立と生徒の活動の活性化 

（１）生徒の基本的生活習慣の確立、規律・規範意識の醸成、課題を抱えた生徒への支援体制の強化 

ア 生徒にマナーとルールに関する意識を徹底し、基本的生活習慣の確立と規範意識の醸成に努める。 

イ 不登校生徒や家庭状況など様々な困難を抱えた生徒に対して、保護者及び中学校、関係機関等と緊密な連携を図るとともに、スクールソーシャルワーカー等の導入によ

り教育相談・支援体制を充実させる。 

ウ お互いを認め合い、尊重し、支え合う人間関係づくりを通して、安全で安心な教育環境を構築する。 

（２）特別活動や生徒会活動を通した成功体験による自己肯定観の育成 

※生徒向け学校教育自己診断の生徒指導に関する項目で、「本校の指導は適切で納得できる」（H２９：5１%）２０２０年度に 65％をめざす。  

※生徒の部活動入率（Ｈ２９：６１%）を２０２０年度には 65％をめざす。生徒向け学校教育自己診断の学校行事満足度（H２９：7９.％）を２０２０年度には 82％をめ

ざす。 

     ※生徒向け学校教育自己診断の「担任以外にも、気軽に相談できる先生がいる」において（H２９：5６％）を２０２０年度には 60%をめざす。 

 

４ 地域連携の推進 

（１）ホームページ等を通じた教育活動についての積極的発信、地域社会の一員としての地域の様々な取組みへの参加・貢献 

ア ホームページや学校説明会・中学校訪問を通して渋谷高校の教育内容の広報に努め、「行ける学校」から「行きたい」学校づくりをめざす。 

イ メールマガジンの充実に努め、教育活動について保護者との連携を強化する。 

ウ 近隣の小・中学校や関係機関・団体との連携をさらに深めつつ、地域の乳幼児と保護者を招いての保育実習講座「渋高であそぼうデイ」や天文観測会、中学生バスケッ

トチームを招いての「渋高ＣＵＰ」、生徒会及び部活動の地域行事への参加を進める。 

 ※生徒向け学校教育自己診断の地域連携に関する項目で、教育活動を通して、地域の人々と関わる機会があると回答する生徒の率（H２９：4９%）を２０２０年度には

53％をめざす。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 年  月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【学校生活】 

「渋谷高校に来てよかった」と回答した生徒が 81.3%で昨年度比-0.2%と、ほぼ同程度であった。

「担任以外にも気軽に相談できる先生がいる」は 63.0%で昨年度比+6.6%であった。全教員による

きめ細やかな教育相談の実践が肯定的評価の大幅な増加につながった。また「学校で人権の大切さに

ついて学ぶ機会が多い」が昨年度比+8.6%の 75.6%となった。総合的な学習の時間や人権講演会等

の取組みの成果といえる。 

【学習指導】 

「授業がわかりやすい」は 67.8%で昨年度と同じであった。また、「家での学習時間が 1 時間以上」

の生徒の割合は 24.5%で昨年度比+0.1%であった。教員一人ひとりが授業力をより一層高め、生徒

が「わかりやすい」と思える授業としなければならない。 

【生徒指導】 

「自分は校則やマナーを守っている」が 88.4%で昨年度比-1.4%であるが、依然高い値を保ってい

る。また「本校の生徒指導は適切で納得できる」は 57.2%で昨年度比+6.2%増加した。生徒の考え

や気持ちに寄り添った指導の実践の成果であろう。 

【進路指導】 

総合的な学習の時間や進路講演会等、様々な機会をとらえてキャリア教育を実践してきたことから、

「学校は進路についての情報をよく知らせてくれる」が 79.9%で昨年度比+4.7%の増加となった。 

第１回学校協議会 ６月１１日（月） 

●委員からの質問・意見 

・アクティブラーニングに重きをおいて行われているが、研究授業はしているのか？ 

・公務員就職対策はどのようにしているか？ 

・自己肯定感をあげるために、中学校では行事・部活動を軸に据えている。渋谷高校では

横断幕などで成果を発表している。このようなことも自己肯定感につながる。 

 ・自分が高校生の頃より良い学校になっているように感じる。 

第 2 回学校協議会 １１月 28日（水） 

●委員からの質問・意見 

 ・双方向の授業がされていて良かった反面、一人芝居に終止している面があった。インタ

ラクティブな授業になればよいのだが。 

 ・公認心理師の資格により、SCが今後どのように変化するか教えてほしい。 

第３回学校協議会 ２月 2１日（木） 

●委員からの質問・意見 

・自転車のマナー改善が今後も必要である。 

・教員、生徒間の関係がよいのがすばらしい。 

・卒業生のフォローアップの必要性を検討してはどうか。     
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府立渋谷高等学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

進
路
実
現
の
支
援 

（１）３年間を見通し

た進路指導体制の構

築と進路実績の向上 

ア ３年間を見通した

進路指導体制の構築  

 

イ「総合的な学習の時

間」及びＬＨＲの検

討と実施 

 

 

 

 

 

ウ 進路実現率の向上 

 

（１） 

ア・進路指導部と学年の連携を深め、生徒・保護

者への指導及び情報提供等が適切に行える進

路指導体制を構築する。 

  

 

 

イ・「総合的な学習の時間」及びＬＨＲについて、

３年間のキャリア学習の観点から検討・実施

する。 

 ・基礎学力調査の結果を個人懇談・弱点克服に

十分活用し、進路意識の醸成に努める。 

 

 

 

ウ・自習室を活用するとともに、組織的な進学講

習体制を充実させる。 

・各種技能検定の受験を積極的に勧め、学習の

目標を持たせる。 

・関西８私大現役合格 

・多様な進路希望の実現 

（１） 

ア・学校教育自己診断において保護者

「進路情報の提供は適切である」

85％（H２９：8５％）生徒「進

路についての情報をよく知らせて

くれる」80%（H２９：79%） 

 

イ・生徒向学校教育自己診断において

「将来就きたい職業を決めてい

る」１年次で 55％（H２９：

54%）、２年次で 66％（H２９：

６５％） 

 

 

ウ・生徒向学校教育自己診断における進

路に関する項目で「進学講習に参加

した」2６％（H２９：2５％） 

・難関中堅８大学へ１８名の現役合格

（H２９：１６名） 

・看護医療系進学率 100%（H２９： 

９０％） 

・就職内定率 100%（H２９：100%） 

（１） 

ア・学校教育自己診断において保護者「進路情報の

提供は適切である」は７９％で６％減。  （△） 

生徒「進路についての情報をよく知らせてくれ

る」80%で目的達成。         （○） 

・保護者向け進路説明会の充実が課題である。              

 

イ・生徒向学校教育自己診断において「将来就きた

い職業を決めている」１年次 5４％で横ばい、

２年次は 6０％で５％減。       （△） 

・今年度から新たに取り組んだ２学期末の６日間

連続 24 単位時間キャリア教育集中講座の成果

は本調査実施後に開催したため残念ながら測定 

されていない。  

 

ウ ・生徒向学校教育自己診断における進路に関する

項目で「進学講習に参加した」は 2１％で５％

減。                 （△） 

・難関中堅８大学への現役合格９名（関西大４ 同

志社大１立命館大１京産大３）で７名減。  （△） 

・看護医療系進学率１００% １９/１９名 （○） 

・就職内定率１００% １次で全員合格   （◎） 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（1）積極的な進路選

択のための確かな学

力の育成 

 

 

 

（２）授業改善の取組 

ア 授業研究・研修の

充実 

 

 

 

 

 

イ 視聴覚機器の活用 

 

 

 

ウ 授業に取り組む姿

勢の育成 

（１）  

・教育課程を点検し、必要に応じて修正を行う。 

・基礎学力調査や各種検定を学習の具体的目標

として活用する。 

 

 

（２） 

ア・引き続き、授業充実プロジェクトチームを中

心に研究授業、授業公開を行い、授業の充実

に取り組む。 

 

 

 

 

イ・普通教室に設置したプロジェクタを活用し、

ＩＣＴ機器を活用した指導法の工夫をすすめ

る。 

 

ウ・授業に取り組む姿勢を育成するとともに、予

習・復習など家庭学習の習慣づけを図る。 

（１） 

・生徒向学校教育自己診断における

「自分の興味・関心、適性・進路に

応じた選択科目が多い」58%（Ｈ２

９：57%）  

 

（２） 

ア・生徒向学校教育自己診断における

「満足できる授業が多い」7０%（H

２９：６８%） 

・保護者向学校教育自己診断において

「子どもは授業に満足している」           

70％以上を維持（H２９：７０％）   

 

イ・生徒向学校教育自己診断における授

業に関する項目で「視聴覚機器の活

用」８０％（H２９：7９%） 

 

ウ・生徒向学校教育自己診断における

「家庭での学習時間 1 時間以上」１

年次で１５%（Ｈ２９：１３%） 

（１） 

・生徒向学校教育自己診断における「自分の興味・

関心、適性・進路に応じた選択科目が多い」は

5５%で２％減。            （△） 

・１年生の数値が低くなっており進路決定率の減

と相関している。     

（２） 

ア・生徒向学校教育自己診断における「満足できる

授業が多い」は６８%で横ばい。     （△） 

・保護者向学校教育自己診断において「子どもは

授業に満足している」は６６％で４％減。 （△） 

・生徒の声に耳を傾け、寄り添う教科指導が必要。 

 

 

イ ・生徒向学校教育自己診断における授業に関する

項目で「視聴覚機器の活用」は７７％で２％減。 

     （△） 

 

ウ ・生徒向学校教育自己診断における「家庭での学

習時間 1 時間以上」は１年次２０%で５％増。 

                 （◎） 

規
律
・
規
範
の
確
立
と
生
徒
の
活
動
の
活
性
化 

（１）生徒の基本的生

活習慣を確立し、規

律・規範意識を醸成

するとともに、課題

を抱えた生徒への支

援体制を強化 

ア 生徒にマナーとル

ールに関する意識を

徹底し、基本的生活

習慣の確立と規範意

識の醸成に努める 

イ 支援を必要とする

生徒、不登校生徒や

家庭状況が困難な生

徒等に対して、保護

者等との緊密な人間

関係を構築するとと

もに、保健指導・教

育相談体制を充実さ

せる 

ウ 安全で安心な教区

環境の構築 

 

（２）特別活動や生徒

会活動を通じて生徒

に成功体験を持たせ

る 

 

（１） 

ア・基本的生活習慣の基礎として、遅刻指導に引

き続き取り組む。 

・下校時の立ち番指導及び地元警察との連携等

により、下校時の自転車マナー指導を強化す

る。 

・生徒指導方針を生徒に明確に示し、学校全体

で指導にあたることにより、規範意識の醸成

に取り組む。 

イ・支援を必要とする生徒の指導については、こ

れまで支援教育委員会・教育相談委員会・生

活指導部・学年・養護教諭が連携を取り、保

護者の理解を得ながら進めてきた。合理的配

慮を含め、引き続きこの連携を密にする。 

・スクールソーシャルワーカーを新たに導入し

スクールカウンセラーや子ども家庭センター

などの外部専門機関との連携を積極的に進め

るとともに、教員の業務軽減を図る。 

 

ウ・総合的な学習の時間やＬＨＲ、特別活動を通

して、お互いを認めあい、支え合う人間関係づ

くりを進める。 

 

（２） 

 ・１年生の１学期中の全員入部制度により部活

動への参加を勧める。 

・大会等で好成績を収めた部に対する支援と広

報に努める。 

・文化祭、体育祭等の生徒会行事への積極的な

参加を促進する。 

（１） 

ア・遅刻数年間 3000 件（H２９：３

３４８件） 

 ・地域からの登下校の自転車マナーの

苦情減（H２９：１３件） 

 ・生徒向学校教育自己診断において

「本校の指導は適切で納得できる」

５５％（H２９：5１％） 

 

イ・課題のある生徒のケース会議を頻繁

に開催し、外部機関とも連携して組

織的に対応する。 

・生徒向学校教育自己診断において

「担任以外にも、気軽に相談できる

先生がいる」５７%（H２９：5６％） 

 

 

 

 

ウ・生徒向学校教育自己診断において 

  「授業等で、豊かな心や人の生き方

について考える機会が多い。」5５%

以上を維持（H２９：６２%←H２

８：５6%） 

（２） 

 ・部加入率 60％以上を維持（H２９ 

６１％） 

・生徒向学校教育自己診断において学

校行事の満足度 80％（H２９：７

９％） 

１） 

ア ・遅刻数年間３１２９件 ７％減    （△） 

・自転車マナー苦情１７件 ４件増   （△） 

・生徒向学校教育自己診断において「本校の指導

は適切で納得できる」は５７％で５％増。（◎） 

・今後も生徒指導方針を生徒に明確に示し、時間

をかけ説明し心に訴える指導に取り組みたい。 

 

イ ・支援教育委員会・教育相談委員会を 2２回開催。

また、個別の問題事象に関連し、ケース会議を

頻繁に開いた。            （◎） 

・生徒向学校教育自己診断において「担任以外に

も、気軽に相談できる先生がいる」は６３%で

７％増。               （◎） 

 ・SSW と協議し個別の問題事象の対処について連

携すべき機関等の具体的なアドバイスをもらう

ことができ当該担任はじめ学年団の心身の負担

軽減できた。継続したい。                 

 

ウ・生徒向学校教育自己診断において 

  「授業等で、豊かな心や人の生き方について考

える機会が多い。」は６５%で３％増。  （◎） 

 ・年間のべ９０人以上の外部講師との関わりのな

かで生徒がたくさんのことを吸収できている。 

（２） 

  ・部加入率64.％で３％増。        （◎） 

・生徒向学校教育自己診断において学校行事の満

足度は７６％で３％減。        （△）          

地
域
連
携
の
推
進 

（１）教育活動につい

てホームページ等を

通じて積極的に発信

するとともに、地域

社会の一員として地

域の様々な取組みに

参加・貢献する。 

ア 情報発信の充実 

イ 地域連携の推進 

（１） 

ア・ホームページ、学校説明会や中学校訪問を通

じて積極的な広報活動・情報発信を行う。 

 

 

イ・生徒会・部活動による地域行事への参加など

地域への貢献を一層進める。  

（１） 

ア・魅力あるホームページづくりに努

め、ページ内の画像の一新に取り組

む。 

 

イ・生徒向学校教育自己診断において

「地域の人々と関わる機会がある」

４９%（H２９：4６．８%） 

（１） 

ア・ ホームページの画像を一新しアクセス数も昨年

を上回っている。1408 増。       （◎） 

 

 

イ・生徒向学校教育自己診断において「地域の人々

と関わる機会がある」は４７．３%で０．５％増

のみ。               （△） 

 


